
1
大阪労災病院　外科

2
大阪大学大学院　消化器外科学

3 腹腔鏡補助下に修復した外傷性穿孔の１例
多根総合病院　外科

4
紀南病院　外科

5
医真会八尾総合病院　消化器センター外科

6 S状結腸癌術後の孤立性デズモイド腫瘍に対し腹腔鏡下S状結腸部分切除を施行した一例

7
大阪急性期・総合医療センター　消化器外科

8 サーベイランスで診断し、治癒切除し得たクローン病関連痔瘻癌の1例
大阪警察病院 消化器外科

9 画像診断で肝細胞癌と鑑別が困難であった肝膿瘍の1例
JCHO大阪病院 消化器外科

10 増大する膵神経鞘腫に対して外科的治療を行った一例

            https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_qjzJQ4_ySkGqbWg9kqJLzA

イレウスを契機に発見された乳癌術後14年目の小腸多発転移の一例

14：20～15：00

神経線維腫症1型に併存した異時性小腸GISTに対して腹腔鏡下小腸切除術を施行した１例

〇野村知礼、髙橋　剛、中島清一、黒川幸典、西塔拓郎、山本和義、山下 公太郎、田中晃司、牧野知紀、
   江口英利、土岐 祐一郎

虫垂切除後に虫垂杯細胞型カルチノイドと診断された一例

〇山﨑　創、林　伸泰、徳山信嗣、福田泰也、宮嵜安晃、道浦俊哉、山邉和生

〇中西健輔、前田浩晶、宮本好晴、森 啓太郎、重里 親太朗

　                          　　　　　　　　　　　JCHO大阪病院 外科　部長　　井出義人

教育セミナー　「　直腸がんに対する治療戦略と今後の展望　」

第６４１回　大阪外科集談会

　　　　　　日 時：　2022年３月１９日（土）　午後１時３０分より

　　　　　　会 場：　WEB開催 (zoom webinar)　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演　題

13：30～14：20

膿瘍形成性虫垂炎に対するドレナージ後の待機的虫垂切除術の有用性について

〇遠藤洋己、廣岡紀文、小澤 慎太郎、林田一真、加藤弘記、細田洋平 、森　琢児、小川　稔 、小川淳宏 、
   上村佳央 、西　敏夫 、丹羽英記

〇八木　悠、吉川幸宏、西田 謙太郎、森　総一郎、 野村雅俊、安山陽信、末田聖倫、松村多恵、古賀睦人、
    宮垣博道、 鄭　充善、辻江正徳、赤丸祐介

〇横野良典、賀川義規、三橋 佐智子、西沢 佑次郎 、井上　彬、小松久晃 、友國　晃、宮崎安弘、後藤満一、
   本告正明、藤谷和正、 岩瀬和裕 

りんくう総合医療センター　外科

15：00～15：10　休憩

15：10～16：00

〇實近侑亮、金城大典、岩本和哉、大塚正久、日向　聖、中原 裕次郎、三賀森 学、内藤　敦、大塚正久、古川健太、
   文　正浩、 今里光伸、浅岡忠史、岸 健太郎、水島恒和

〇松田大樹、三宅正和、野中亮児、若杉正樹、綱島　亮、東　重慶、古川陽菜、松本謙一、奥野　潤、魚谷倫史、
　 種村匡弘

〒553-0003　大阪市福島区福島4-2-78　【 TEL：　06-6441-5451 】

第６４１回当番施設：　JCHO大阪病院

〇中本 蓮之助、森本修邦、瀬戸寛人、大橋朋史、大澤 日出樹、村上剛平、出村公一、井出義人、岩崎輝夫、
   畑中信良、西田俊朗

新型コロナウイルス感染症関連肺炎に使用したトシリズマブ投与後に発生したS状結腸穿孔の一例

独立行政法人国立病院機構　大阪医療センター　外科

〇梅津匡宏、酒井健司、後藤邦仁、柳澤公紀、俊山礼志、三代雅明、高橋佑典、浜川卓也、土井貴司、竹野　淳、
   加藤健志、高見康二、平尾素宏



①次回 第６４２回大阪外科 ５月１４日（土）
　　当番施設：大阪警察病院　消化器外科

　

HP：http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/surg1/www/shudankai/index.html

③大阪外科集談会優秀演題賞を選出するにあたり、発表いただいたデータを全て集談会事務局にて一年間
   に限り、保管いたします。
   情報漏えいしないよう責任を持って事務局にて管理し、保管期日が過ぎ次第速やかにデータを抹消いたし
   ます。

　　　　　　　　　　TEL：06-6764-2265　FAX：06-6764-3122　E-mail：osaka-gekashudankai@post.nifty.jp
【大阪外科集談会事務局】　アルファ企画株式会社　〒542-0012　大阪市中央区谷町7-3-4-302

⑤大阪府医師会生涯教育システム登録研修は、３単位として認定されていますので、会員の方は生涯研修
   チケットをご持参ください。

②次回演題申し込み締切日は、2022年４月２５日（月）です。
　　演題は先着順で１５演題とします。演題発表は、発表７分、討論５分です。
　　演題は、集談会事務局までE-mailでお申し込み下さい。受付時には、確認後E-mailにて受領の連絡を
    いたします。
　　応募後３日以内に返事がない場合は、再度事務局までご連絡下さい。

④発表データはUSBか、CD-Rのいずれかを持参ください。動画の場合は、ご自身のＰＣにてご発表をお願い
   いたします。

備　考　


